
 
カリタスジャパン 能登地震災害緊急支援募金 ご報告 202５年１０月 

 

日頃から、カリタスジャパンの活動にご理解、ご協力をいただき、

また、ともに歩んでくださり感謝申し上げます。 

発災から 1 年と 9 ヶ月が経過した能登では、市街の中心は片付け

が進み、仮設住宅への転入が進む一方で、七尾市の住宅公費解体がま

だ60％にとどまり、さらに輪島の山間部や沿岸部では、まだ解体業者

が手配できないところもあります。また土砂がそのままであったりと

各地域の課題は山積みです。遅々として進まない復興に、住民の方た

ちの気分の落ち込みもあり、サロン活動など心のケアも必要となって

いますが、少しずつ進む半島沿いの道の復旧により、親しんできた日

本海に沈む夕日と美しい景色を眺められるようにもなってきました。 

 カリタスのとサポートセンターでは宿泊施設のある輪島ベースを

新たに整備、ボランティア受入の体制を強化しました。時間がたつに

つれ、課題が多様化しております。ぜひ、引き続きのご協力をお願い 

申し上げます。 

カリタスジャパン事務局 

 

■ 能登半島地震災害緊急支援募金 （７月～９月） 

    

 

 

 

 

 

■ 援助額額（７月～9月） 

 

 

期間 募金額（円） 募金件数 

7月1日～31日 1,284,888 25 

8月1日～31日 516,205 12 

9月1日～30日 982,737 13 

計 2,783,830 50 

援助先 活動 援助額（円） 

輪島復興支援団体 

リガーレ 

能登半島地震、奥能登豪雨からの復旧・復興支援活動 

-以下の状況に対し、レンタルリースによる重機と宿泊の支援をサポートする。 

① 生業として畑や田んぼをしたいが、流木や泥に埋まったままである。 

② 屋根にブルーシートを張ったままの状態で生活している方も多く、工務店や大

工の不足は顕著であり、劣化するブルーシートの張り直しや修繕が必要である。 

③ 公費解体の対象にならない、自宅周りのブロック塀や庭木等は残ってしまう。 

④ 輪島では宿泊施設が少ない上に、宿泊費用が割高な為に、県外からのボランティ

アが長期で来るのが難しい。 

1,544,760 

カリタスのとサポート

センター 

令和6年能登半島地震 のとサポートセンターボランティア申込予約システム整備 

-カトリック輪島新教会献堂にともない、輪島ベースを開設する。これにより七尾ベー

スより片道１時間以上かかった移動の負担がかなり軽減される。こうして新しい支援

の可能性が広がっていく一方、ボランティアの申込対応が課題である。スタッフの職

務軽減、ボランティア受入れの環境を整えるため、予約システムの整備を行う。 

500,000 

合計 2,044,760 

                         〒135-8585東京都江東区潮見2-10-10日本カトリック会館 

TEL：(03)5632-4439    FAX：(03)5632-4464 

E-mail：info@caritas.jp   URL：https://www.caritas.jp 

2025年7-2025年9月募金・援助 

募金額         2,783,830円   (50件) 

援助額          2,044,760 円   (2件) 

 

 出典：Google Map 
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■ 活動写真 （写真はすべて©カリタスジャパン） 

 

 

 

泥掻き、片付けニーズ 

募金について 

郵便局の専用払込用紙（送金手数料カリ

タスジャパン負担）をご希望のかたは、 

電話(03-5632-4439）あるいはメール
（info@caritas.jp）にて事務局までご連絡
ください。 

 
 

 

9月27日（日曜日）に晴天の中、能登地震で被災し、新たに建て

替えられたカトリック輪島教会の献堂式が行われ、併設のカリタ

スのとサポートセンター輪島ベースも活動を開始しました。 

ベースは、教会の 2 階に宿泊機能を備え、宿泊場所の慢性的不足

という輪島のボランティアニーズに対応します。また、カリタスジ

ャパンにてボランティア申込予約システムの整備を支援し、ボラ

ンティアと宿泊の予約をオンラインで行うことが可能となりまし

た。これによりボランティア受付の業務が簡素化し、スタッフの負

担も減ることになります。輪島ベースでは、ボランティアセンター

からの、泥掻きや片付け、引っ越しに加え、サロン活動や個別訪問

の要請にも対応していますが、新たに子どもの居場所のニーズに

も対応することになりました。  

輪島市の街中は90％公費解体が終わりましたが、多数の人が住む山間部の泥掻き片付けはまだまだこれからです。七尾市に至っ

てはまだ公費解体 60％です。仮設住宅建設に伴う引っ越しニーズも増えています。カリタスのとサポートセンター輪島ベース

は、社会福祉協議会と地元で立ち上がった作業系のボランティア団体、輪島復興支援団体リガーレやおらっちゃ七尾とも連携し、

ボランティアニーズに対応しています。 

住民の人々からは「解体業者の順番もなかなか回って来ず、泥掻きや片付けもままならないままで、心が折れそうになる」。しか

し、「心が折れて、希望も失いそうになるが、こうして鮮やかなビブスを着たカリタスのボランティアを見かけると、また希望を

見出すことができる」という声もあります。一人でも多くの人にボランティアに来ていただけることが被災地の希望になります。 

 

引き続きのご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

輪島教会の献堂に伴う輪島ベース開設 
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